
平成２０年度 入札監視委員会議事概要

技術研究本部札幌試験場

開催日及び場所 平成２０年７月１日（火） 北海道厚生年金会館 琴の間

委 員 阿座上委員長（地域経済研究所理事長）

神谷委員（大学講師）

菊地委員（大学教授）

斉藤委員（弁護士）

杉下委員（公認会計士・税理士）

技術研究本部札幌試験場が締結する契約に関する審議

審議対象期間 平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日

審議対象件数 ２５７件

入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について）

抽出件数 ６件 （審議概要）

一般競争 １件

指名競争 ０件

随意契約 ５件

意見・質問 回 答

○委員からの意見・質問 【審議案件】

「一般競争」

①庁舎清掃

○それに対する回答等

過去の実績も当該社１社だ １８年度は複数社参加した

、 。けなのか。 が 落札業者は当該社である

会社の所在地はどこか。 千歳市である。

見積もりを徴取しているが 入札参加意思のある会社に対

一般競争入札であり提出さ して参考となる見積もりを依

せる必要があるのか。 頼しているが、提出を義務付

けているわけではなく、提出

しない業者もいる。



技術研究本部では通常見積 一般の平均値、市場調査等予

書を徴取するのか。 定価格を積算する上で参考資

料とするためである。

見積金額と落札額に乖離が あくまでも、参考としての見

ある。 積もりであり、入札時は企業

努力により金額を下げて応札

していると聞いている。

「随意契約」

②エンジン高空性能試験装

置のうちの高速制御計算機

及び排気圧縮機監視装置等

の機能点検作業

随意契約となった経緯を説 公共調達の適正化を図る財務

明せよ。 省通知により、随意契約を行

う条件が明確にされており、

本件は通達の条件に該当しな

いため公募により契約相手方

を募集し当該社のみが応募し

た。審査の結果、技術力等に

問題なかったため随意契約を

行ったものである。

このような案件は、随意契 財務省通知により、随意契約

約と決めて契約を行う案件 の条件が明確にされているた

の典型ではないのか。 め該当しない場合は公募等に

より契約相手方を決定するこ

ととなる。

全て一般競争へという過渡

期であるが公募方式という

競争性をもたせる形をとる



のではなく随意契約に留め

るべき案件もある。

委員会として対外的に説明

、責任をどの程度負えるのか

委員会が全国にあるのでそ

の辺をクリアにする必要が

ある。北海道の場合、対応

、する会社は少ないと思うが

どの程度公募が開かれた形

で行われているのか、今後

の課題として確認すべきで わかりました。

ある。

③空気圧縮用専用部品他

公募資料による製造メーカ 当該社である。

ーとはどこか。

公募にする案件なのか。 専用交換部品であるが、製造

メーカー以外にも対応できる

業者が無いと断言できないた

め公募により確認を行ったも

のである。

本件も、判断が難しいがエ

ンジン高空性能試験装置の

機能点検作業と同様と考え

られる。

④複写機の保守

質問なし。



⑤財政会計法規類集追録他

差し替え方式の追録か。 差し替え方式の追録で、自前

で行い経費をおさえていま

す。

⑥水道料他（１月利用分）

質問なし。

委員会による意見の具申又 特になし。

は勧告内容


